
 
 

【日高北部森林管理署】 

11 月 20 日（金）と 27 日（金）の両日に分

かれて、北海道立北の森づくり専門学院の学生 33

名が、地域見学実習の一環として当署を訪れまし

た。最初に国有林の管理経営にあたっての目的や

森林区分、日高山脈をはじめとした地域の特色、

「アイヌ文化の伝承の森」に必要な広葉樹の育成

など当署の取組について説明した後、日高町千呂

露地区で施工中の治山工事現場を見学しました。 

現地では、治山事業の重要性や当地区における

治山工事の経緯、治山ダムの構造などについての

説明を熱心に聞いていました。 

特に、治山ダムの見学箇所では、「コンクリート

の打設は、どのように行われるのか」などの施工

に関する質問などもあり、関心の高さがうかがわ

れる、活発な見学実習となりました。 

【北海道森林管理局】

12 月 8 日（火）北海道森林管理局企画課の平

田係長が、札幌市立平岸高等学校のデザインアー

トコース 1 年生を対象に出前授業を開催しまし

た。平田係長はイラスト漫画を作成して森林・林

業・木材産業を普及啓発する業務を行っており、

今回の出前授業では北海道の森林・林業の話の他、

イラストを使った情報発信の仕事内容や意義につ

いても講義しました。また森林官として国有林の

現場を実際に歩いた経験を漫画にしたことや、専

門家に何度もダメ出しを受けながら少しずつイラ

ストの精度を上げていった話をした際には、デザ

インアートコースの学生らしく画材や作業時間に

ついての質問がありました。このような講義を通

して、北海道の森林の未来を担うみなさんに森

林・林業を身近に感じてもらい、応援団になって

もらえるよう、今後も活動を続けたいと思います。 

【駒ケ岳・大沼森林ふれあい推進センター】 
12 月 12 日（土）に函館市末広町の学童保育

所『ひのてん』において、リースやクリスマスツ
リーの木工製作会が開催されました。

『ひのてん』さんから、森林教室の依頼があり
ましたが、3 密の回避やソーシャルディスタンス
がとれないため、一度は難しいと伝えたものの、
担当者から「ぜひ松ぼっくりなどを使ってリース
とクリスマスツリーを作らせたい」との声があっ
たため、当センターでも何とか協力できないかと
検討した結果、松ぼっくり、小枝、コースターな
どの材料提供とグルーガン等の道具の貸出を提案
し、開催が実現しました。

当日は、小学生 22 人が参加し、『ひのてん』さ
んで準備したキラキラしたヒモやビーズ、綿など
も使って、世界で一つだけのリースやクリスマス
ツリーをどんどん作っていました。

次回は是非、青空の下で、樹木や葉に触れての
森林教室を行いたいと思います。 

【上川北部森林管理署】 
12 月 3 日（木）、当森林管理署と「遊々の森」

協定を締結している名寄市立名寄南小学校におい

て、当署と連携して実施した総合的な学習時間「名

寄の自然」に関する発表会が開催され、当署から

は 2 名の職員が参加しました。 

この発表会の目的は、名寄の自然について理解

を深めるとともに、各班が設定した課題について

調べ、発表することで思考力や表現力を高め、ま

た郷土愛などを養うものです。 

発表では、各班それぞれに工夫を凝らし、面白

い演出など大人でも緊張するステージ上でプレゼ

ンテーションがしっかりと行なわれました。

次年度も森林教室を実施する予定であり、児童

たちに自然に親しんでもらい、森林について興味

を持ってもらえる内容となるよう、これからも創

意工夫を続けていきたいと考えています。 
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今月の木 「エゾマツ」 

エゾマツは高さ４０ｍにもなる北海道の森

の屋根を支える針葉樹で、「北海道の木」に

選ばれています。 

詳しくは、ホームページの「北海道の木の

えほん」をご覧ください。 

エゾマツの冬芽のイラストを

表紙の月数字の横に載せました。


	名称未設定

